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狼　星＝・櫟々光生．角　臨．風色夏黄　楚僻遺響在　長矢射＝天狼一　池田喜欣

軍記星＝軍市十三星　天南島二環二一武器内鼠。揚　万古不二曾鎮一　　”

弧矢星一引。弦持。満急　弧矢九星懸　●也槻二何物＿　由來如在。天　　　”

野鶏星一野鶏何報。曉芒角有。時揺軍市連環裡一星室寂蓼　　　”

　12．棘　　話　大犬はオリオンに件はれて居る猫犬である．マスク・ミユ

ラ1はシリウスの現はれる季簡は夏の盛りで：犬が獲狂するので，此の星を

Dog　Starといった．

　シリウスに就いて一つの笑話がある．私の親族によく肥えて居る婦人があ

る．ある時その家庭で，一夜天を仰V・で星の話をして居たとき，「あの白く輝

いて居る星は大犬座α星で，其の光輝は全天第一で，α星の固有名をシリウ

スと云ふのである』と詮明したら，子供は母と天とを見較べてクスクスと笑っ

て止めない，何故か初めは了解されなかったが，子供はしシゾは尻，Lウス「

を臼と音通の上から判断して，母親のお尻は臼の如く大なるところから，尻

臼一Siriusと連想したものである．其の後同家を訪問したとき，甥や姪が伯

父さん今夜はシリウスが見えますかとてニコニコして居た・

　　　　　　　　　　　新ダンロブ天女蔓の進究その他

　目下，米大陸には二つ三つ大天丈塁の計書や建設が進行中であるが，其の一つであ

るDunlOP天丈墓の近況を聞くに，此の天文塁はカナダのト・ント大學のため1（，故

D・A・Dunl・P氏の記念として未亡人から寄附されたものであって，場所はト・ント

市の北12マイルにあるRichm・nd　Hill村の一角で，177　x　1カの地をトし，設備は英

國Grubb－Parsons會就製の口径188糎（74吋）の反射鏡を主とし，樹ほR・K・Yoting氏

作の径48糎（19吋）反射鏡や，25糎の屈折機等を置く筈である・大鏡の材料はC・rnin9

硝子會社製の特別（膨脹係籔は善遇のパイレキスより25％も少）・）Pyrex硝子（径195

楓厚さ32糎）を去る六月21日に鋳造した・アンニ1リングが濟み次第去る九月頃

英國へ途られた筈

　因みに，弔電N・Y・州Corning硝子影回は此の他にも，　McDonald天空垂のために

径2GO糎のPyrex硝子を，叉，カリフオ昌やの工業点心の天罰物理天丈塁のために：径

500糎のPyrex硝子を作る筈である・
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　　　　　　　　　　二重星ζCancri，　AB及びCcの軌道

　中亜タシケント天交垂のN・Voronow氏は，1800－1933年間の総観測から，次の軌

道要素を計算した．方法はSeeliger法である．〔T・1shkent　Circ，19〕
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　AB系は占くより二重星として知られてみた；有名なものであるが，　Cc系といふのは

圭としてC星の不規則運動からSeeligerが先づ一暗黒星の存在を考へ其れをt；星とし

たので，Burnham等は此の假説を早尚としてみた．

　　　　　　　　　　　　ロシヤ孤立プルコワ天女助長

　露國のプルコワ（レニングラ1ドの南郊）にある國立L中央天文脚長「に今回B・P・

Gerasimovic博士が新任された・氏は近年まで適職ハ】ブ1ド大學及びパ1キンス天

丈垂に研究してみた人である．

　　　　　　　　　　　　　一二の黄道光研究主任

　米國では今春までGlanville師が熱心に黄道光の観測や指導をされてみたが・先頃

死去され’たので，今回Franklin　W．　Smith氏（佳所は407　Scott　Avenue，　Glenolden・

Pennsylvania）が其の後をつがれることになり，本年十月號のP．A．誌上より月報を書

き始められた・

　　　　　　　　　　　　　　‘‘陵　　　　星”

地球の表面まで落下して來た天竈を，これまで阻石とか天阻石とか，いろ々々我が
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國では呼んでみたが，此等のものには大縞は石質のものと三三のものとが多く，始め

から可なり判然として匪別されるのが善通であるから，一般に之れを“限星”と呼び，

由れを“阻石”と“阻鐵”とに分類することを，花山では申合はぜた・

　　　　　　　　　　　　　　　“攣　　　　星”

　英語でVariable　Star，一口語でVera・・nder】icher　Sternを，今まで吾等は時々L攣光星■

と呼んでみたが，漢字の本家本元である支那では之れを軍に“攣星”と呼んでみるし，

實際此の方が簡軍明瞭で，間違ひも起らな）・から，花山では今後，“攣星”と呼ぶこと

にした・

　　　　　　　　　　狸國ポツダムのアインシタイン塔改構

　1920年以來，ポ．ツダムの押回物理天交豪内に新設され一偉観として知られてみる

Einstein塔は，今回，ナチス政府の下に改名されて，　Institut　ftir　Sonnenphysik（太陽

物理研究所）と呼ばれるやうになった・所長は從前通りE・Freundlich博士である・之

れをモデルとした東京天文塁のものは術ほ、アインスタイン塔■と呼び績けられるか～

（AN．　249，　13’）

　　　　　　　　　　　　　　　小遊星の薪命名

　第1240番の小遊星は，假名を1932CDと言ひ，濁國ベルゲドルフの天文奎で昨年二

月に三見されたものであるが，去1933年十刀31日が同天丈塁（・・ムブルグ天文墓）の創

立満100年になるので，記念として此の星を“Centenaria”と命名した．〔A．N．5989〕

　　　　　　　　　　　　ハイデルベルビ天女蔓の三野長

　昨年死去されたMax　Wolf氏の後二者として，・・ヒデルベルヒ市外K6nigstuhl天

交肇長にH・Vogt博士が新任され，本年十刀1日から就任された・Vogt氏はイエナ

大學の天丈學教授兼天文壷長であった人である・

　　　　　　　　　　　　米國に阻星研究會が創立された

　Popular　Astronomyの1933年十月號を見ると，米國にSociety　for　Research　on　Me－

te。rites（阻星研究會）なるものが創立され，去八刀21－22雨日，シカゴにて登會式を

墨げた由・會長はFrederick　C・Leonard氏，幹事はH・H・Nininger氏（1955　Fairfax

St・，　Denver，　CbL）で．ある・此の種の會は，かねてから我が日本にも＝創立したいものだ

と考へてるたのであるが・一寸，米國の方に先きを越された形である・（勿論，世界

の，他の國には一つもない・）我が國の如き歴史の古v・國には，世に．限石「やし二三■

と構して，大切にし，ヌ．は崇拝してみるものが頗る多い・神砒の御艸膿にも此の種の

ものが多く存在すること，言ふまでもな）・・此等のものを，學會の事業によって一懸
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調査し，眞備｝を確かめたいと思ふ・

　限星研究の畢を，．米國ではMeteoriticsと呼ぶやうになるらしい・此の“Mcteoritics”

は限星研究者として有名な0・C・Farrington氏が其の著書の中に初めて用みた語であ

る・かつてShepardは由れをAstrolithologyと呼び，　Maske1アneはAeroliticsと呼ば

うと提議したことがあった・

　L阻星學「は，天文學，地質學，岩石學，磯物學，物理圃，化學等の協力によって，

門馬の本質を研究するものである・

　　　　　　　　　　　　　　　　アゼンス阻星

　去1933年七刀ll日午前9時30分，米國Alabama州Athens町の西6哩の所で，一一一・つ

の限星が落下し，W・R・Hardimanといふ農夫が之才しを拾得した・全騰の重量は264

玉（，大きさは5cm×5cm×6．5Cmで，表面の95％は黒く嶢けてるる・ごく善通の球粒

限石である・旧れが落下したのをHardiman等が見た話によると，落下のL5分時「も

以前から一種の音樂的なうなり聲がきこえ，次ぎに銃丸の如きシユ】といふ音となり，

最後にドタンと博して落ちた・近所では爆音らし）・ものは聞えなかったが，遠方の入

は其れが聞えたとV・ふ之れで見ると，とにかく，落下速度は案外緩やかで，東北方

から急角度で落下したものらし）・といふ・〔P・A．408〕

　　　　　　　　　　　　　　　　カロライナ阻星

　去る1933年七口．1日，米収の南北カロナイナの境界附近に，重さ12ポンドの一限星

が落下し，ミシガン州Adrian町のStuart　H・Perry氏の手に入った・灰色の球粒阻

石である．〔P．A．408〕

　　　　　　　　　　　　　　　1955年度の火星面

　英國のT・E・R・Phillips師が去五月31日大英天文協會の例會で報告した所では11933

年度の火星は，空の位置は冥好であったが，天寵悪のため，叉，観直径が小さいため，

多大の困難があった由・Mariaの上るものは例年よりも淡く，殊に南牛球のものがひ

どかった・火星全面の最暗部はSyr亡is　Majorであった・Solis　Lacusは甚だ淡く，叉，

Canalも一般に淡く・Phisonなどは軍に明暗細面の一境界線と見たFこ過ぎない・Nep－

enthes－Thothもボンヤリと不明瞭であった・PropQntis　lといふ湖は始め極めて暗く，

後に淡くなったが，TrMum　Charontisは可なり明瞭，叉，干常明る）・Elysiumは周

忌と余り違はなかった・Nix　Olympicaは1903年や1918年の時と同檬に明るく，叉，

Propontis　Iと同Iしとの間の揚州も明るかった・北極冠の規則正しv・縮少は興味ある

ブイチニアであったが，Oユympiaと呼ぶ部は三月12日に他から分離してみた・〔Obs・

71e）．
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　　　　　　　　　　　　　二重星Σ2294の軌道：

　このΣ2294と）・ふ二重星は，ADS　III86叉はβDS　8433であって，赤経（工900．0）

エ8h　Ogm4，赤緯（1900・0）＋0。09！，光度7m9及び8m2，分光型｝2で・有名な星である・

観測は］831年1（大Struveが行って以來，行はれてる．るが，1880年頃まで，位置角は

殆んど不攣で，角距離のみ減少の一歩をたどる珍らし）・星であった・1886年から1895

年までは距離が非常に縮まり，世界一の望遠鏡でも軍一星のやうに見えたが，1896年

にAltken氏が二星と見て以飛白々白星は漸次分離しつsある・白星の光度が殆ん

ど等しいので1900年前後DoberckやLewis等は位置角を見誤ったこともある．最近，

米國Pennsylvania大學天文壷のR・H・Wllson（第2世）は，此の星の槻測を巧みに整

理研究して，T・N・Thiele（A・．N・104，245（1883））やInnes－Van　den　Bos（U・C，68

（1926）及び86（1932））の方法1（より下の軌道要素を算出した．
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爾ほ，Eddingtonの質重光輝曲線（Russellの修正と共rc）により醜差を0”0】2とし，
m，　＝＝　1．2×＠

mo　＝＝　1．1　×　fit　．／
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となる．

　　　　　　　　　　　　　　新墜星288個

　米國ミネソタ大仁天平毫のw・J・Luytcn氏は・・1ゾ1ド大野月掛豪の南阿出張所

で獲た寓眞板の研究から，多くの微光憂星を登見し，今まで下記の如く此等の菊襲見

星のリストを登表した・

リ　ス　ト 星　　藪 星 登　表　雑　誌

1
9
β
∩
δ
4
r
O

工38

150

138

400．1933－549，　．1933

550．1933－687，1933

A，，N’．　5868

ク　　5903

ク　　5975

ク　　5991

ク　　　　　　ク

上記は皆南天の星であるが，第4表や第5表のうち，比較的明るくて，我が日本から

も見えるものは下の如くである．
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等星假符號（星座） 位　置 （1900・0） 星圖上の位置 光　　度
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503・1933（Sc・） 1655．6 一3158
54．o… 56　…12．5　13．O　　　　I
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　　　　　　　　　　　　最近の花山急報の要目

　花山天文基のL急報「は，一昨1932年7月25日以來随時登行されてるるもので，始

　めは，圭として，第二回極年観測者のために必要な資料を載せてみたが，1933

　年9月，．中村急報「と併合されると共に，其の目的と内容とを改め，一般の希望

　者に官費で分つこととなった・希望者は郵券貼布の封筒（宛名記入）と共に實費

　（一回につき金1鍍）を天文皇事務室に邊られれば，配布を受けることが出來る・

第66號（1933年9月3日）急報の績刊につ）・て，中村急報を花山急報　（合併す，蛇

　遣座新星RS・

第；57號　（1933年9月10日）　蛇遣座新星績報・土星の白絞・

第58號　（1933年10月10日）　明るい新攣星399・1933・流星槻測者に望む・

第59號（1933年1明11日）小遊星（遡）ガニメドの接近・

第60號　（1933年10月20日）流星襯測の大計書・

第61號　（1933年10月22日）本年度第六彗星一見・

第62號　（1933年10月30日）獅子座流星早くも登見さる・大流星の観測報告・

第63號　（1933年1！月4日）1933f（WhipPle）彗星の襯測と軌道要素・10月10日置の

　大流星雨・

第64號　（1933年11月6日）太陽黒黒占の新系列出現か？1933f（“ihipple）彗星の観

　測につき増補訂正・

第65號　（1933年ユ1月9日）全國の同志に訴ふ・

第66號　（1933年11月14日）　］933f（WhipPle）彗星の豫報位置・

第；67號　（1933年11月14日）　流星襯測の状況・

第68號　（1933年11月14日）流星観測の現呪・19・　33　f（WhipPle）彗星の観測・

第69號　（1938年11月15日）獅子座流星観測の状況・

第70號　（1933年11刀17日）　今・朝畠の流星観測概1兄・


